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今
回
は
３
つ
の
事
例
を
通
じ
て
、
単

体
納
税
の
ま
ま
で
い
る
の
か
、
そ
れ
と

も
グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
を
適
用
す
べ
き

か
を
比
較
検
討
し
ま
す
。
な
お
、
簡
便

的
に
、
税
率
は
一
律
30
％
と
し
て
、
均

等
割
等
は
考
え
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

　
親
法
人
Ａ
社
と
、
１
０
０
％
子
法
人

Ｂ
社
の
２
社
の
み
の
シ
ン
プ
ル
な
ケ
ー

ス
で
す
。
親
法
人
Ａ
が
＋
１
０
０
の
所

得
（
黒
字
）、
子
法
人
Ｂ
が
▲
１
５
０

の
欠
損
（
赤
字
）
と
し
ま
す
。

①

　単
体
納
税
の
場
合

　
親
法
人
Ａ
社
は
利
益
が
出
て
い
ま
す

の
で
、
所
得
１
０
０
×
30
％
＝
30
の
税

金
を
払
い
ま
す
。

　
一
方
、
子
法
人
Ｂ
社
は
赤
字
で
す
の

で
、税
金
を
払
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

青
色
申
告
の
場
合
、
翌
年
度
以
降
黒
字

と
な
っ
た
場
合
に
、
当
年
度
の
欠
損
▲

１
５
０
と
通
算
す
る
形
と
な
り
ま
す
。

②

　グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
の
場
合

　
親
法
人
Ａ
の
所
得
＋
１
０
０
を
限
度

に
、
子
法
人
Ｂ
の
欠
損
を
親
法
人
Ａ
が

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
親
法
人
Ａ
の
所
得
は
１

０
０

－
１
０
０
（
子
法
人
Ｂ
の
欠
損
を

使
用
）
＝
０
と
な
り
ま
す
。
Ｂ
社
は
依

然
と
し
て
赤
字
で
す
の
で
、
同
様
に
税

金
を
払
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
使
用
せ
ず
に
残
る
欠
損
金

は
、
１
５
０

－

１
０
０
＝
▲
50
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
当
年
度
に
お
け
る
税
金

は
０
と
な
り
、
税
金
負
担
が
生
じ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
（
図
表
１
）。

　
本
事
例
は
、
グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
が
最
も
わ
か
り
や
す
い
も
の

で
し
ょ
う
。
あ
る
会
社
の
黒
字
と
、
別

の
会
社
の
赤
字
を
ぶ
つ
け
て
（
相
殺
し

て
）、
当
年
度
の
税
金
負
担
を
小
さ
く

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
単
体
納
税
の
場
合
で
も
、

翌
年
度
以
降
に
Ｂ
社
が
大
幅
な
黒
字
と

な
れ
ば
、
当
年
度
の
欠
損
金
１
５
０
を

す
ぐ
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

数
年
間
単
位
で
見
た
税
負
担
は
大
き
く

変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
早
い
段
階

で
必
要
な
税
金
を
抑
え
る
こ
と
は
、
会

社
の
資
金
繰
り
や
資
金
運
用
の
観
点
か

ら
非
常
に
有
用
で
す
。

　
今
回
の
例
で
は
、
グ
ル
ー
プ
通
算
制

度
を
使
用
し
た
ほ
う
が
、
当
年
度
に
お

い
て
30
だ
け
税
金
負
担
が
小
さ
く
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
30
だ
け
会
社
に
現
金

が
残
る
の
で
す
。
グ
ル
ー
プ
通
算
制
度

に
よ
っ
て
、
①
と
②
の
差
額
30
が
そ
の

ま
ま
無
利
子
の
借
入
れ
と
し
て
使
用
で

き
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
Ｂ
社
が
翌
年
度
以
降
長
期
間
に
渡
っ

て
黒
字
に
な
ら
な
い
、
も
し
く
は
赤
字

と
黒
字
を
繰
り
返
す
不
安
定
な
会
社
で

あ
れ
ば
、
グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
の
恩
恵

は
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。
Ｂ
社
の
欠
損

金
を
早
い
段
階
で
使
用
す
る
こ
と
で
現

預
金
に
余
裕
が
で
き
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
欠
損
金
が
将
来
に
わ
た
っ
て
期
限

切
れ
と
な
る
リ
ス
ク
を
避
け
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
で
す
。

　
親
法
人
Ａ
社
と
、
１
０
０
％
子
法
人

Ｂ
社
の
２
社
の
み
で
、
親
法
人
Ａ
が
＋

５
０
０
の
所
得（
黒
字
）、
子
法
人
Ｂ
が

▲
４
０
０
の
欠
損（
赤
字
）と
し
ま
す
。

　
グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
に
よ
っ
て
子
法

人
Ｂ
の
欠
損
を
親
法
人
Ａ
が
使
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
状
態
で
す
の
で
、
親
法

人
Ａ
の
所
得
が
１
０
０
（
Ａ
所
得
５
０

０

－

Ｂ
欠
損
４
０
０
）、
子
法
人
Ｂ
の

所
得
が
０
（
欠
損
を
す
べ
て
親
法
人
で

グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
の
基
本
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使
用
）
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
グ

ル
ー
プ
全
体
の
所
得
は
１
０
０
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
子
法
人
Ｂ
の
欠
損
が
実
は

▲
４
０
０
で
は
な
く
、
▲
２
５
０
で
あ

る
こ
と
が
、
税
務
調
査
で
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

①

　従
来
の
連
結
納
税
制
度
の
場
合

　
従
来
の
連
結
納
税
制
度
で
あ
れ
ば
、

１
社
で
も
修
正
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
再
計
算
・
再

申
告
が
必
要
で
し
た
。
そ
の
作
業
は
非

常
に
煩
雑
で
あ
り
、
１
社
の
ミ
ス
が
全

社
に
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
変
更
す
べ
き
と
の
考
え
が
多
か
っ

た
点
で
す
。

②

　グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
の
場
合

　
改
正
後
の
グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
で

は
、
１
社
の
ミ
ス
は
原
則
と
し
て
１
社

の
み
で
完
結
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。
後
日
の
税
務
調
査
や
自
己
チ
ェ
ッ

ク
に
よ
る
修
正
申
告
や
更
正
が
必
要
と

な
り
、
所
得
や
欠
損
の
金
額
が
当
初
の

確
定
申
告
書
に
記
載
し
た
金
額
と
異
な

る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
損
益
通

算
の
計
算
上
は
当
初
申
告
の
金
額
を
変

更
し
ま
せ
ん
。
親
法
人
Ａ
の
所
得
は
依

然
と
し
て
＋
１
０
０
の
ま
ま
で
、
子
法

人
Ｂ
の
所
得
の
み
変
更
さ
せ
る
（
０
か

ら
＋
１
５
０
の
所
得
に
す
る
）
形
と

な
り
ま
す
（
図
表
２
）。
当
該
措
置
を

「
遮
断
措
置
」
と
言
い
、
グ
ル
ー
プ
通

算
制
度
へ
の
改
正
に
際
し
て
１
つ
の
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
ま
す
。

　
修
正
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
修
正
が

行
な
わ
れ
た
１
法
人
の
み
を
変
更
す
れ

ば
よ
く
、
他
の
法
人
の
所
得
金
額
や
税

額
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
に
済
む
こ
と
か

ら
、
従
来
の
連
結
納
税
制
度
と
比
較
し

て
、
グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
へ
の
導
入
ハ

ー
ド
ル
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
親
法
人
Ａ
社
と
、
１
０
０
％
子
法
人

Ｂ
社
の
２
社
の
み
で
、
グ
ル
ー
プ
通
算

制
度
適
用
前
に
お
い
て
、
親
法
人
Ａ
は

多
額
の
繰
越
欠
損
金
▲
１
０
０
０
が
あ

り
ま
す
。

　
制
度
適
用
前
に
保
有
し
て
い
る
親
法

人
の
繰
越
欠
損
金
は
、
特
定
欠
損
金
と

し
て
親
法
人
単
体
の
所
得
金
額
を
限
度

に
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
グ
ル
ー
プ
通
算
制
度
開

始
後
に
親
法
人
で
所
得
の
発
生
が
見
込

ま
れ
な
い
場
合
、
繰
越
欠
損
金
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
グ
ル
ー
プ
通
算

制
度
の
恩
恵
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ

と
な
く
、
事
務
手
続
き
が
煩
雑
に
な
る

だ
け
で
す
（
図
表
３
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
通
算
制
度

の
恩
恵
を
享
受
で
き
な
い
場
合
は
、
単

体
納
税
の
ま
ま
の
ほ
う
が
よ
い
と
い
う

結
論
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
自
社
ま
た
は
グ
ル

ー
プ
会
社
の
状
況
に
応
じ
た
様
々
な
検

討
事
項
が
あ
り
ま
す
。

　
判
断
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
グ
ル
ー
プ

通
算
制
度
の
恩
恵
」
と
「
事
務
負
担
の

煩
雑
さ
」
を
並
べ
、
グ
ル
ー
プ
通
算
制

度
の
恩
恵
を
得
ら
れ
る
と
言
い
切
れ
る

状
況
に
な
る
か
ど
う
か
で
す
。
　
　
●▲

し
み
ず
　
ひ
ろ
か
ず　
税
務
顧
問
と
Ｍ
＆
Ａ
会
計
税
務
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
事
業
展
開
。
経
理
財
務
や
営
業

向
け
研
修
、専
門
誌
へ
の
寄
稿
等
も
多
く
、難
解
な
会
計
税
務
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
に
定
評
が
あ
る
。

親
法
人
の

制
度
開
始
前
繰
越
欠
損
金

事例3


